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安藤潔 医学部・教授 
造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 

造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

中村雅登 医学部・教授 
造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 

造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

平山令明 
糖鎖 科 学 研 究

所・教授 

造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 

造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

八幡崇 医学部・准教授
造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 

造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

松下弘道 医学部・准教授
造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 

造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

徳田裕 医学部・教授 
乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解

析および新規ワクチン療法の開発 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

持田讓治 医学部・教授 
乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解

析および新規ワクチン療法の開発 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

佐藤正人 医学部・教授 
乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解

析および新規ワクチン療法の開発 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

酒井大輔 医学部・准教授
乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解

析および新規ワクチン療法の開発 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

新倉直樹 医学部・講師 
乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解

析および新規ワクチン療法の開発 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

三上幹男 医学部・教授 
婦人科系腫瘍の維持機構を標的とし

た癌免疫療法の開発 

生殖細胞ニッチの解析と治療法

開発 

亀谷美恵 医学部・准教授
婦人科系腫瘍の維持機構を標的とし

た癌免疫療法の開発 

生殖細胞ニッチの解析と治療法

開発 

椎名隆 医学部・准教授
婦人科系腫瘍の維持機構を標的とし

た癌免疫療法の開発 

生殖細胞ニッチの解析と治療法

開発 
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猪口貞樹 医学部・教授 
消化器癌進行における癌幹細胞血管

ニッチを標的とした治療法開発 

癌血管ニッチの解析と治療法開

発 

浅原孝之 医学部・教授 
消化器癌進行における癌幹細胞血管

ニッチを標的とした治療法開発 

癌血管ニッチの解析と治療法開

発 

小澤壮治 医学部・教授 
消化器癌進行における癌幹細胞血管

ニッチを標的とした治療法開発 

癌血管ニッチの解析と治療法開

発 

増田治史 医学部・准教授
消化器癌進行における癌幹細胞血管

ニッチを標的とした治療法開発 

癌血管ニッチの解析と治療法開

発 

穂積勝人 医学部・准教授
幹細胞ニッチ分子：Notch リガンドを

標的とした新規抗癌剤開発 

Notch ligand の解析と基礎技術

供与 

稲垣豊 医学部・教授 
幹細胞ニッチ分子：Notch リガンドを

標的とした新規抗癌剤開発 

Notch ligand の解析と基礎技術

供与 

（共同研究機関等） 

伊藤守 
実験 動 物 中 央

研究所・所長 

造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 
免疫不全マウスの供給 

宮田敏男 
東北 大 学 医 学

部・教授 

造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 
新規化合物の供給 

Keneth Anderson 
Harvard Medical 

College/Professor 

造血腫瘍ニッチを標的とした新規治

療法の開発 
Multiple myeloma 研究 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
乳がん骨転移巣でのニッチ環

境の解析および新規ワクチン

療法の開発 
医学部・教授 持田讓治 

転移骨ニッチの解析と治療法開

発 

造血腫瘍ニッチを標的とした新

規治療法の開発 医学部・准教授 松下弘道 
造血腫瘍ニッチの解析と治療法

開発 

（変更の時期：平成２８年 ３月３１日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

無し 無し 無し 無し 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
がんは日本人の死亡原因の第一位を占めており、その撲滅は国民の悲願である。肺癌、大腸癌、乳癌、白血

病、リンパ腫などの一部の腫瘍では近年の分子標的薬の開発で予後の改善が認められているが、多くの進行

癌ではいまだに有効な治療法がなく、新しい発想による新規治療法の開発が望まれている。がんの維持と進展

にはがん幹細胞およびそのニッチが重要な役割を果たしていることが明らかとなってきた。しかしながらがん幹

細胞を標的とした治療研究が進展している一方で、ニッチを標的とした研究は未開拓の領域である。本学には

この分野で先進的かつ独創性の高い研究を推進している複数のグループが存在しており、本プロジェクトにお

いてこれらのグループを統合してがん幹細胞ニッチを標的とした新規治療法の開発を集約的に行う。具体的に

は、１）がん幹細胞のニッチからの離脱を促す PAI-1 阻害薬、２）ニッチ構成分子である Notch ligand を標的とし

た創薬、３）新規がん幹細胞分子を標的としたペプチドワクチン療法の開発、４）新規治療標的の探索を目指

す。また本プロジェクトを遂行する過程でヒトの種々の疾患に対するモデル動物を開発するのみでなく、疾患の

克服のために独自の方法で候補化合物（リード化合物）を見出し、NOG マウスを利用した異種移植系（ヒト化マ

ウス）により前臨床試験をできるだけ迅速に進めるシステムを開発することができ、これらは他の標的に対して

も利用可能となる。本研究により創出された新規治療はがんの治癒、進展の制御による QOL の向上をもたら

し、国民の健康福祉に貢献することが期待される。 

学術的特色・意義として以下の４点をあげておきたい。 

 １）がん治療研究においてがん幹細胞を標的とした治療研究が進展している一方で、ニッチを標的とした研究

は未開拓の領域であり、それを推進する点が本研究計画の特色である。 

 ２）ヒト癌幹細胞とニッチの相互作用を研究するためには in vivo モデルが必要であるが、そのためには申請者

の安藤、中村が実験動物中央研究所と共同開発した NOG マウスを利用することが最も有効な方法であり、本

研究計画の特色である。 

 ３）本研究により創出された新規治療はがんの治癒、進展の制御による QOL の向上をもたらし、国民の健康

福祉に貢献することに意義がある。 

 ４）わが国発の新規薬剤を創出することにより、経済の活性化に貢献することに意義がある。 

（２）研究組織 
学内のがん研究、幹細胞ニッチ、血管新生の専門家を集約したグループにより、研究および若手研究者の育成

の拠点としている。研究代表者は、５つの研究プロジェクトが相互に連携をとりながら、全体の研究計画の責任

者として統括する。研究プロジェクトは１）血液腫瘍（安藤・中村・平山・八幡・松下・他研究員等・学外者（伊藤・

宮田・Anderson）計 14 名）、２）乳癌骨転移(徳田・持田・佐藤・酒井・新倉・他研究員等計 12 名)、３）婦人科癌(三

上・亀谷・椎名・他研究員等計 6 名)、４）消化器癌と血管ニッチ（猪口・浅原・小澤・増田・他研究員等計 5 名）、

５）Notch ligand(穂積・稲垣・他研究員計 3 名)を研究テーマとするグループで構成されている。グループには医

学部内の血液・腫瘍内科学、乳腺外科学、消化器外科学、婦人科学、分子生命科学、免疫学などの研究者、

大学院生（２名）、奨励研究員（６名）等が参画し，各分担者がグループを統括する。大学院生は本研究のテー

マで学位を取得し、奨励研究員はステップアップの足がかりとなった。また、国内外のグループと共同研究も推

進する。研究進捗状況は、毎月の進捗状況報告会で議論され、各プロジェクトで研究内容の連携できる項目等

を確認し、評価指標の達成度も確認する。研究計画の倫理的側面および各種指針の遵守に関しては、学内の

各種委員会で承認を得て遂行される。研究成果の評価は外部委員により評価を受け、必要に応じ研究方針を

修正する。共同研究機関である実験動物研究所、東北大学の宮田研究室とは頻繁に研究打ち合わせ、報告会

を設けて常に連携が取れる状況を作っている。研究支援体制は、研究補助の一部を生命科学統合支援センタ

ー、本事業の予算管理を伊勢原教学課、科研費・研究委託等の外部資金管理を伊勢原研究支援課と連携して

行っている。 

（３）研究施設・設備等 
[研究施設] 

本プロジェクトに係わる研究施設としては、伊勢原校舎１号館６階の各研究室（計 863.25 ㎡）を利用している。利

用者は延べ５０人を越えており、当初の申請に対し平成２６年度より 6G12a・b 研究室（計 61.5 ㎡）を追加した。 

[装置・設備] 

装置・設備では、下記のものを主に利用しており、細胞や組織解析のためにフル稼働している。 

共焦点レーザスキャン顕微鏡システム[LSM510META]（平成１９年度整備）：稼働時間１２時間/日 

凍結ミクロトーム[CM3050SIV]（平成１９年度整備）：稼働時間１２時間/日 

細胞分析器（平成２４年度整備）：稼働時間６時間/日 

蛍光顕微鏡（平成２４年度整備）：稼働時間稼働時間６時間/日 

実験動物用 X 線 CT 装置（平成２５年度整備）：稼働時間２時間/日 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
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 本プロジェクトでは、がん幹細胞ニッチを標的とした新規治療法の開発を目的として学内外のグループと戦略

的に研究を遂行するための基盤形成を行う。具体的には、１）造血腫瘍、２）乳癌骨転移、３）婦人科癌、４）消化

器癌、５）Notch ligand を中心としたがんニッチ基礎研究、を研究テーマとするグループを構成し、相互に連携

をとりながら全体の研究計画を遂行する。以下、テーマごとに研究の成果、課題、対応状況を報告する。 

 
1 造血腫瘍グループ 

 造血器腫瘍の発症機序の解明や治療法の開発に取り組んでおり、以下にあげる（１）〜（５）の成果を得てい

る。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

（１）造血幹細胞制御における PAI-1 の役割：ニッチ因子としての分泌性 PAI-1 の意義の解明 

 野生型 C57BL6 マウス、PAI-1 欠損マウスに致死量放射線を照射後、野生型マウスより採取した骨髄細胞を

静脈内に移植した。生理食塩水あるいは PAI-1 阻害薬を移植当日から１日１回、５日間にわたって連続投与し

た。血漿と骨髄細胞を採取し、ELISA 法およびフローサイトメトリーを利用して、各種造血再生因子の発現や造

血幹細胞の増幅等を解析した。また、組織科学的な手法により骨髄ニッチの状態を観察した。これらの解析によ

り、以下の成果を得た。 
 
 放射線照射などの造血ストレスが負荷されると、造血ニッチ細胞は PAI-1 を高産生し、tPA 主導のサイト

カイン産生を阻害することによって造血幹細胞の増殖を抑制することを明らかにした。 

 骨髄移植において、本学で開発した PAI-1 阻害薬を用いて PAI-1 活性を抑制することによって、造血再生

の迅速化のみならず、長期間にわたる造血系の恒常性の維持が達成された。 

（２）造血幹細胞制御における PAI-1 の役割：TGF-βによって誘導される細胞内 PAI-1 の意義の解明 

 野生型 C57BL6 マウスに PAI-1 阻害剤あるいは TGF-β阻害剤を５日間連続投与後、末梢血を回収し、骨髄

ニッチを離脱した造血幹細胞の割合を解析した。フローサイトメトリーを利用して PAI-1 や Furin の細胞内発現

を検討した。また、PAI-1 阻害剤によるニッチからの離脱は MT1-MMP 依存的であることを確認するために、抗

MT1-MMP 抗体を投与した阻害実験を行った。これらの解析により、以下の成果を得た。 

 ニッチが産生する TGF-βによって造血幹細胞に PAI-1 発現が誘導されることを発見した。 

 造血幹細胞に発現する PAI-1 は細胞内で機能し、セリンプロテアーゼである Furin の活性を阻害すること

によって細胞表面の遊走因子である MT1-MMP が成熟型に変換することを抑制することを明らかにし

た。 
 細胞内 PAI-1 は、造血幹細胞の運動性を抑制し、ニッチに留めることを明確にした。 

 TGF-βPAI-1 シグナルを阻害すると、造血幹細胞はニッチから離脱し、末梢循環血中に動員されることを

見出した。 

（３）白血病幹細胞の TKI 耐性における PAI-1 の役割の解明 

 マウス造血前駆細胞株である 32D 細胞に BCR-ABL 遺伝子を導入し、CML 様細胞として TKI 感受性など

を検討した。この細胞株に PAI-1 cDNA のトランスフェクションにより過剰発現させたもの、あるいは

CRSPR/Cas9 法により PAI-1 発現を欠損させたものを作製した。CML 幹細胞の解析は、マウス造血幹細胞に

BCR-ABL 遺伝子を導入し、移植することによって CML を発症させたマウス骨髄を利用した。治療実験は、生

理食塩水群、TKI 単剤群、TKI と PAI-1 阻害剤の併用群を用意し、CML 細胞の生着や生存率を解析した。こ

れらの解析により、以下の成果を得た。 

 造血幹細胞と同様に、ニッチが産生する TGF-βによって CML 幹細胞に PAI-1 発現が誘導されることを

見出した。 

 CML 細胞に PAI-1 を過剰発現させると TKI 抵抗性になり、逆に PAI-1 を欠損させると TKI 感受性にな

ることから、CML 細胞内に発現する PAI-1 の多寡が TKI 感受性を決定することを明らかにした。 
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 CML モデルマウスを利用した治療実験系において、TKI と PAI-1 阻害剤を併用すると、CML 幹細胞の

減少や生存率の向上など TKI 単剤群に比べて顕著な治療効果が認められた。 

 
（４）低酸素ニッチにおけるがん幹細胞に対する VitC 治療の開発 
 白血病細胞は骨髄低酸素ニッチに存在し、HIF-1α活性化による glucose transporter の発現上昇を介し

て glucose と同時に VitC の取り込みも上昇している。このことを利用して白血病に対する VitC(以下

L-AA)治療の有用性を示した。 

 L-AA がヒト正常造血幹細胞/前駆細胞の生存・増殖には影響を与えない濃度レベルで、様々なヒト白血

病細胞株とリンパ腫細胞株の生存・増殖に対して著明な抑制効果を発揮することを確認した。 

 L-AA の抗腫瘍効果は、過酸化水素の産生だけではなく、腫瘍細胞のニッチとの interaction に深く関わ

っている低酸素誘導因子（HIF-1α）の発現を抑制することが大きく関与していることを、HIF-1α を過剰発

現させたヒト白血病細胞株を移植した免疫不全マウスを用いた実験系で確認した。 

 再発リンパ腫症例を対象に高濃度 L-AA の第Ⅰ相臨床試験を実施して、その安全性とともに、非投与時

に比して 250 倍以上の L-AA 血中濃度が得られることも確認した。 

（５）がんニッチ間相互作用（インタラクトーム）解析により新規治療標的分子の特定 

 がんが生育する生体内では、「がん細胞」とニッチ（下図 b）、「がん細胞」同士（下図 a）、ニッチ細胞同士（下図

c）といった複雑な相互作用が、様々な強さで生じており、同一個体内でがんの多様性を生ずる要因となってい

る。中でも「がん細胞」とニッチの間で特異的に起こっている相互作用（下図ｂ矢印等）は、がんの進行や治療抵

抗性の獲得に重要な役割を果たしている。本研究ではこのようなインタラクトーム解析を利用して多発性骨髄腫

とニッチの相互作用を担う分子を同定した。 

 骨髄環境側に発現するＳＤＦ－１と骨髄腫細胞に発現するＣＣ

ＸＣＲ４が高い依存性をもって相互作用していることが定量的に明らかと

なった。つまり、多発性骨髄腫では正常造血細胞と同様の幹細胞維持

機構が働いている。 

 本解析により、ＣＤ３８はニッチ側のＣＤ３１と、ＣＤ１３８はＨＧＦ

と高い依存性をもって結合することが明らかとなった。ＣＤ３１は血管内

皮やマクロファージに発現することが知られており、骨髄腫細胞の血流

を介した転移やニッチへの局在に関与し、細胞増殖や生存に機能してい

る。また、ＣＤ１３８はＨＧＦとｃＭｅｔのシグナルを安定化することで、骨髄

腫細胞の増殖に寄与していると考えられる。 

 インタラクトームによる相互作用の強さと依存度の相対的定量

評価により、骨髄腫細胞とニッチの間で特に相互依存度が高い組み合わせを１０程度抽出した。 

 
＜課題となった点＞ 

 マウスで得られた知見がヒトにも応用できるものであるか否かは、臨床試験を実施することによって確かめる
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以外に方法がない。われわれが開発した PAI-1 阻害薬のヒトにおける安全性、有効性を今後臨床試験により検

証していく必要がある。インタラクトーム解析で同定された新規ニッチ因子は今後の機能解析が必要である。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 研究ミーティングの中で、各研究者は自己評価して適切に対応した結果、当初の期待以上の研究成果を得る

ことができた。 

 

2 乳癌グループ 

 乳癌グループは胎盤と癌との類似性に着目し、がん幹細胞ニッシェが胎盤形成・維持機構を模倣すると仮定し

てヒト胎盤と癌の比較解析を行うとともに、妊娠免疫と腫瘍免疫がニッチ形成にどのように関わるのかを明らか

にする為に免疫系の比較解析も行ってきた。また、霊長類モデルとしてのコモンマーモセットの評価も行ってき

た。特に以下にあげる（１）〜（３）の成果を得ている。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

（１）乳癌患者の HLA タイピングを行うと同時に in vitro でペプチド刺激を行い、IL-2 産生能、細胞増殖能、活

性化抗原の発現を指標に HLA とペプチドの有効性を解析し、効果の得られる HLA を同定した。 

（２）実験動物中央研究所より提供されたヒト IL-4 産生重度免疫不全マウスである hIL4TgNOG マウスに様々

な乳癌患者の末梢血単核球を移植し、申請者等が以前マウスで抗腫瘍効果を認めた HER2 の部分ペプチドで

あるCH401MAPペプチドをアジュバントと共に投与した。このマウス末梢血の上清について抗腫瘍効果の評価

を行ったところ、健常者と比較して特異抗体産生能が低いことが示された。ペプチドに対するHLA親和性をアル

ゴリズムで算出し、抗体産生能と比較したが、強い相関は観察されなかった。また、HER2/neu 抗原が発現して

いなくても HER2 抗体の産生が観察された。 

（３）乳癌における新規 Her2 ペプチドワクチン CH401MAP の患者末梢血における反応性を明らかにした

(Tsuda et al. 2012)。CH401MAP が、大部分の日本人 HLA に提示されるモチーフを持つ事、末梢血を刺激

する事によりリンパ球の反応性が得られる事が明らかになった。 

＜課題となった点＞ 

 以上の結果より、改良 NOG マウスである NOG-IL-4-Tg マウスを用いて、ヒト免疫系をある程度再構築できる

こと、また、これらのマウスを用いて、新規 HER2 ペプチドワクチン候補である CH401MAP に対する乳がん患

者の抗体産生能を評価することができることが明らかになった。この系を用いて、検体の HLA と抗体産生能に

ついて比較解析を行ったが、今まで汎用されてきたアルゴリズムと抗体産生能は必ずしも一致せず、アルゴリズ

ムによるペプチド提示能予測は必ずしも抗体産生能の予測とはならないことが明らかとなった。今後の検討が必

要である。またヒトにおける臨床試験を予定している。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 研究ミーティングの中で、各研究者は自己評価して適切に対応した結果、十分な前臨床の成果を得ることがで

きた。 

 

 

 

3 婦人科癌グループ 

 婦人科癌グループは胎盤と癌との類似性に着目し、がん幹細胞ニッシェが胎盤形成・維持機構を模倣すると

仮定してヒト胎盤と癌の比較解析を行うとともに、妊娠免疫と腫瘍免疫がニッシェ形成にどのように関わるのか

を明らかにする為に免疫系の比較解析も行った。また、この研究に必須の in vivo 霊長類モデルとしてコモンマ

ーモセットが使用できるのかについての評価も行った。その結果、特に以下にあげる（１）〜（４）の成果を得てい

る。 

＜優れた成果が上がった点＞ 
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（１）種々のサイトカインおよび TCR の発現を定量的に測定できる事を可能とし、マーモセット CD117+細胞が機

能的なマスト細胞に分化する事を報告した。さらに、これらの細胞が T 細胞にも分化すること、ヒトと異なり、B 細

胞分化は先行しないことを明らかにした。また、IL-2Rg 遺伝子をゲノム編集によりノックアウトしたマーモセット

のリンパ球を解析し、ヒトと異なり、IL-2Rg を KO しても T 細胞が分化することを明らかにした。 

（２）担癌状態で亢進する調節性 T 細胞に発現する HLA-G のマーモセットオーソログ遺伝子構造を明らかにし

た。また、ブタ MHC(SLA)については、遺伝子上の３種類の class-I 遺伝子が活性化とともに連動して発現亢進

する事が明らかになった。さらに SLA のアロタイプ特異的なモノクローナル抗体を作製し、遺伝子座特異的な

mRNA 発現とタンパク質発現の間に相違があることを明らかにした。 

（３）神経栄養因子受容体であり、卵胞の生育にも重要な役割を果たす癌遺伝子 TrkB アイソフォームの発現

が、明細胞腺癌で異なる事を明らかにした。また、この遺伝子の発現をヒトおよびマーモセット胎盤で確認し、そ

のアイソフォームの発現が、胎盤局所において変化することについても明らかにした。これらの結果は、ヒト・マ

ーモセットのいずれの動物種でも観察され、マーモセットがこの現象に関しては動物モデルとなりうることが示唆

された。さらに、胎盤および癌の免疫学的ニッシェの同定に必要なマーモセット NK 細胞の性状を明らかにした。

（４）マーモセットおよびヒトの妊娠初期・中期・後期の末梢血より血漿を採取し、これらの血漿成分の LC/MS 解

析を行った。その結果、ヒトでは妊娠中期に血漿中で亢進する PZP が、マーモセットでは亢進しないこと、代わり

に、同じarpha-2-macrogulobulin (A2M)ファミリーであるarpha-2-macroblobulin-like 1 (A2ML1)が亢進す

ることを明らかにした。 

＜課題となった点＞ 

 マウス、マーモセットで得られた知見がヒトでもあてはまるかいなかを今後臨床サンプルで確認する必要があ

る。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 研究ミーティングの中で、各研究者は自己評価して適切に対応した結果、十分な前臨床の成果を得ることがで

きた。 

 

4 消化器癌グループ 

 癌による腫瘍増大及び癌転移において重要な役割を担う癌ニッチの血液細胞群の修飾による癌ニッチ崩壊戦

略を提案し、その基礎研究を実施した。癌ニッチは、炎症性血管を構築し、制御性 T 細胞や M2 マクロファージ

などの抗炎症性および免疫制御性細胞を動員し、炎症性および免疫賦活化 CD8+T 細胞、NK 細胞、M1 マク

ロファージなどの癌細胞傷害性細胞浸潤が抑制された環境として、いわば「癌バリアー」を獲得し、癌細胞増殖、

腫瘍増大を容易にしている。この癌ニッチにおけるを炎症性および免疫賦活性環境の表現型に変換することに

よる癌ニッチの「癌バリアー」崩壊を抗癌戦略として提案した。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

（１）抗 VEGF 抗体(Avastin)による炎症環境の修飾による癌ニッチに及ぼす影響を明らかにした。すなわち、

Avastin は、癌幹細胞において炎症性、抗炎症性細胞群のいずれにおいても EPC の血管形成能力を低下させ

ると考えられ、腫瘍血管新生に抑制的に働く一方で、腫瘍の壊死を促進し、癌ニッチの炎症を促進する可能性

が示唆された。（下図１，２） 
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であった Dll 分子 N 末（MNNL）領域に着目し、キメラ分子を作製しその機能を調べた。その結果、Dll4 分子の

MNNL 領域がきわめて機能的に重要であることが判明し、逆に、Dll1 分子の MNNL 領域はほとんどその機

能に寄与していないことが示唆された。以上の結果は、２つの Dll 分子は、少なくとも Notch1 を介したシグナル

発動に際し、それぞれ異なる領域を中心として機能していることを示している。この結論は、これまでの Notch リ

ガンド研究からはまったく想定されてこなかったものであり、より詳細な分子機構の解明が待たれる。 

（３）Notch リガンドによる幹細胞・未分化細胞の分化制御における役割を明らかにした。我々が独自に作製した

a1Col-hDll1（D1 Tg）マウスは、マウス a1-collagen プロモーター制御下にヒト Dll1 を配した遺伝子改変マウス

であり、未分化骨芽細胞を含む骨芽細胞系列にてヒト Dll1 の発現が確認できる。D1 Tg マウスでは、出生直後

より、過剰な骨化が進行する一方、骨代謝回転は著しく低下していた。同マウス骨髄内では、胎齢後期より

Osterix 陽性未分化骨芽細胞の異常増殖を認め、その結果、幼若な骨組織の拡大と骨髄腔の縮小が観察され

た。この形質は、Dll1 に特徴的であり、同様に作製した hJag1 発現マウスでは、そうした形質は見出されなかっ

た。D1 Tg マウスでは、Osterix 陽性細胞の異常増殖に伴い、Osteocalcin 陽性の骨細胞への分化が抑制され

ており、未分化骨芽細胞期にて分化が停滞しているものと推測された。また、骨芽細胞分化不全に付随して破

骨細胞分化が抑制されており、結果として、骨代謝回転が大きく低下していた。同マウス骨間葉系細胞の培養

から、そうした形質が再現される一方、本培養系でのDll1遺伝子欠損の誘導により、未分化骨芽細胞が減少す

るとともに骨細胞への分化が促進される、Dll1 過剰発現系とは逆の形質を認め、Dll1 が Notch リガンドとして

生理的重要性を有することが示唆された。以上の結果から、Dll1 が、未分化骨芽細胞期の増殖・分化を精密に

制御し、骨組織形成のバランスを維持していることが推察された。 

（４）ヒト Notch1 細胞内断片と変異型 IL7Ra 鎖の発現による T 細胞白血病（T acute lymphoblastic 

leukemia、T-ALL）発症の分子機構を明らかにした。我々は、独自にヒト T-ALL 細胞株より変異型 IL7Ra 鎖

（細胞膜領域挿入型）を単離し、同変異が造血細胞に IL7 非依存的な増殖能を付与することを見出した。本研

究では、変異 IL7Ra 鎖を様々なマウス造血未分化細胞に導入することにより、その造腫瘍性について調べた。

その結果、同遺伝子を造血幹細胞画分に導入すると、骨髄増殖症（myeloproliferative disorder）を促し、さら

に Notch 細胞内断片との協働により、悪性度の高い T-ALL を発症することを示した。また、リンパ性前駆細胞

（common lymphoid progenitors、CLP）への導入では、B-ALL 様の症状を呈した。以上の結果は、ヒト

T-ALLにて比較的高頻度に認められる細胞膜領域挿入型 IL7Ra鎖変異は、明らかな造腫瘍性を有し、発現時

期に依存した細胞系列の血液腫瘍を誘導した。すなわち、血液腫瘍に共通するシグナル伝達機構として、

JAK3-STAT5系が機能する可能性が示唆された。また、その中で、Notchシグナルにより、明確なT-ALL誘導

を認め、ヒト T-ALL 発生要因における Notch シグナルの役割が注目された。今後、Notch シグナル発生要因と

して、骨髄・骨芽細胞上に発現する Notch リガンド：Dll4 の関与を明確にする必要がある。 

＜課題となった点＞ 

 すべての Notch/NotchL を介したシグナルを抑制する pan-Notch inhibitor は、Notch シグナル依存的な腸

管上皮細胞の分化を抑制（杯細胞などの粘液分泌細胞が過剰に誘導される）するなどの副作用が強く、臨床

上、問題となる場合が多い。よって、Notch/NotchL の組み合わせを特異的に制御する方策を実現する必要が

ある。我々は、Dll4 と Dll1 の機能的差異を特定する過程で、両 NotchL が、異なる領域を用いて Notch 受容

体と結合・シグナル誘導を行うことを初めて明らかにした（投稿中）。こうた取り組みから得られる情報を整理し、

Dll4 特異的な抑制を実現できれば、ETP-ALL の効果的治療薬の開発に有用と考えられる。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 研究ミーティングの中で、各研究者は自己評価して適切に対応した結果、十分な前臨床の成果を得ることがで

きた。 

 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
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100 種 PDX を樹立されていることは高く評価できる。腫瘍の不均一性を評価するシステムとして優れているが、

その為には癌幹細胞数や分布を定量的に検出できる方法論が必要と考える。本システムの優位性を利用して

何らかのプロジェクトが進展することを期待する。 

 
（２）幸谷愛：癌幹細胞階層性とニッチの相互作用〜マイクロ RNA の役割 

 

評価者１ 

【総合評価】A 

【意見・感想】 

・EBV+ HL の pathogenesis、特に炎症性 niche に関する新しい、極めて魅力的な仮説を提示し、様々な角度

から検証を試みている。炎症とがんという、より一般的で、大きな世界につながる可能性がある。 

・EBV は多くの組織に感染する。EBV(+)胃がんの話が少し出たが、本研究から他のがんや疾患においても

exosome の関与が推測され、その波及効果も大きい。 

・今後、miRNA(-) EBV との対比、EBV(-) HL との対比がさらに深化され、40 種の miRNA の機能がさらに解

明されれば、たいへん楽しみである。 

 

評価者２ 
【総合評価】A 

【意見・感想】 

研究の object,specific aim ともに極めて優れている。 EBV の miRNA が生物学的にマクロファージのニッチ

としての役割を高めていることは驚きである。今後、EBVmiRNA によって刺激されたマクロファージが他の腫瘍

浸潤マクロファージと性質の違いがあることを解析されることによって、新たな腫瘍ニッチに関する分子メカニズ

ムが解明されると考える。 

 
（３）亀谷美恵：乳癌幹細胞を標的とした新規 Her2 ペプチドワクチンの開発 

評価者１ 

【総合評価】A 

【意見・感想】 

・HER2 を標的にしたペプチドワクチンの中でも、日本人患者を想定した、独創的な抗原ペプチドを作成し、solid

な基礎検討を積み重ねている。 

・乳管上皮以外も含め、正常組織幹細胞における HER2 発現とその機能、ヒトにおける HER2 ペプチドの免疫

原性等の課題の解明が期待される。 

・ペプチドワクチンの臨床開発においては、その endpoint の設定の仕方など、多くの経験が積み重ねられてき

た。乳がん再発予防を目的とした臨床試験は大規模にならざるを得ないが、有効な術後化学療法が確立してい

ない triple negative を対象にするなどのアンメットな臨床ニーズがあると考えられる。 

 

評価者２ 

【総合評価】A 

【意見・感想】 

基礎研究としても応用研究としてもレベルが極めて高い。ペプチドの活性に関して in vitro から in vivo までよく

検討されている。 IL-4  NOG マウスを用いた検討も素晴らしい。 

応用面での問題として真に乳がん幹細胞に Her2 が発現していないか否か、今後チェックする必要がある。 
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（４）八幡崇；ニッチ因子を標的とした白血病幹細胞治療法の開発 

評価者１ 
【総合評価】A 

【意見・感想】 

・TM5275 を自ら開発し、造血機能改善薬としての臨床試験に進んでいることは極めて高く評価される。 

・このように PAI-1 阻害剤が正常造血幹細胞の増殖・分化を促進しながらも、白血病細胞の増殖を抑制すること

は興味深い。そのメカニズムを多角的な解析技術で探索し、factor Y を初め、新しい分子機構の解明が進んで

いる点が見事であり、たいへん期待が高まる。 

・さらに白血病細胞自体が PAI-1 を高発現し、それが imatinib 耐性と相関していることもたいへん注目される

知見である。もしこの耐性が imatinib 特異的であれば、その抗腫瘍効果に必要なタンパク質の processing を

制御しているのかも知れない。 

 

評価者２ 

【総合評価】A 

【意見・感想】 

発想も実験もオリジナリティが高く申し分ない。CML を選択して実験に入っている点も深く考慮されていて優れ

ている。臨床サンプル（薬剤投与後の）の PD 解析が極めて興味深い。 

 
 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 

 本研究期間内に PAI-1 阻害薬、乳がんに対するペプチドワクチン療法などは、今後直ちに臨床研究へ進むだ

けの前臨床知見を得られた。その他の知見も、今後ヒトサンプルを用いた解析により、動物データがヒトにも外

挿できるのか否かを検討し、がん治療に貢献することが期待される。 
 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 若手研究者の育成も行われ、本研究期間内に 12 名の学位論文を生み出すことができた。また、新規薬剤の

導出に興味を示す企業との共同研究を予定している。 

 

 
 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  がん幹細胞         （２）  ニッチ            （３）  PAI-1                

（４）  Notch             （５）  がんワクチン        （６）   VEGF              

（７）  上皮間葉転換        （８）  NOG マウス        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 
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和性のHer-2ペプチドによる乳癌患者末梢血単核球反応性の ２０１３年９月 日本組織

適合性学会 

59. 津田万里、扇屋りん、大下内理紗、寺尾まやこ、寺田瑞穂、森岡徹、新倉直樹、岡村卓穂、

齋藤雄紀、鈴木育宏、亀谷美恵、徳田裕 HER2 部分配列を持つ CH401MAP peptide の乳が

ん患者 T 細胞/B 細胞 相互作用の解析 ２０１３年７月 日本乳癌学会 

60. 津田万里、亀谷美恵、宮本あすか、齋藤雄紀、鈴木育宏、徳田裕 ペプチドワクチンの効

果予測因子としての CH401MAP による in vitro 刺激の検討 ２０１４年７月日本乳癌学会

 

 
 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 
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法人番号 131053 
プロジェクト番号 S1201001 

 
シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

http://www.med.u-tokai.ac.jp/daigakuin/web/gakujyutu_f.html 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 

 

 

 

１４ その他の研究成果等 

 

特許 

ＰＡＩ－１阻害剤の新規用途  

出願人：東海大学 発明人：安藤 潔、八幡 崇、宮田敏男  

出願日：平成２５年４月１５日  

出願番号：特願 2013-085313 

特許願 K11100076, 平成 26 年 2 月 5 日, 宛特許庁長官殿, 国際特許分類:G01N 33/50, 

 

発明の名称；「虚血性疾患治療に適した細胞を含む細胞群の生体内増幅方法」 

出願人；東海大学、順天堂大学、先端医療振興財団（財）、 

発明者；増田治史（研究代表者）、田中里佳、浅原孝之 

出願日；2013 年/9 月/30 日 

出願番号；PCT/JP2013/076618、 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 研究者の数が多いため、研究成果の集約に留意されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 全体での研究成果報告を毎月第 2 火曜日に行い、相互の連携を緊密にするよう心掛けて

いる。研究テーマを共有するサブグループ間で毎週ミーティングを行い、相互の連携を行って

いる。上記の結果、平成 24 年の本プロジェクト開始時より各グループの機能的な連携の元

に、すでに英文研究業績を 146 報公表しており、特許取得に至った新規治療法の開発が行

われている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 該当なし 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

131053

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

66,750 180,370

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

受託研究等：企業等委託研究
寄付金：奨学研究寄付

0123,981 279,034 680,183

279,034 218,731 680,183

0

平
成
２
８
年
度

0

218,731

0

0

181,571

0

0

0

168,666

0 0 0 0

0

0

0

239,597

0

0

0 0

15,967 12,433 38,034 76,154

0

51,144 45,60414,731 53,883

8,500 180,11017,926 14,570 18,491

28,933

66,259 197,94516,264 12,847 113,335

14,467

55,291

0

12,751 25,499

406,650

0

0

0

38,250

336,535

43,400

26,078

0

0

研究費

平
成
２
７
年
度

設 備

装 置

設 備

16,209

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

1,333,019研究費

総 計

総

額

1,414,669

0

81,650

0

69,549

0

0 0

112,740

27,218

85,522

54,432 0

0

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1201001

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

19,156 14,968

平
成
２
４
年
度

設 備

平
成
２
５
年
度

施 設平
成
２
６
年
度

施 設
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131053法人番号

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

東海大学伊勢原校舎 平成24 863.25㎡ 20室
１号館６階研究室 年度
東海大学伊勢原校舎 平成26 61.5㎡ 2室
１号館６階研究室 年度

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 （研究テーマ：①造血腫瘍ニッチを標的とした新規治療法の開発）

1,600 超低温フリーザー

学会参加費

補助主体

時給　850円、1,000円×3、1,100、1,275円×2、

積　　算　　内　　訳

私学助成
私学助成
私学助成

学会出張旅費
研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

機器備品修理

私学助成

私学助成

補助主体

研究補助・事務職員

年間時間数9,609時間

リサーチ・アシスタント

11,897

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

1,600 機器備品購入

計

人件費支出

学会出張旅費
847

3

12
修繕費 793
学会参加費 12

1,370

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

電気代※共同利用のため研究者数で按分

支　出　額

消耗品
光熱水費

517517

43,400Latheta LCT-200SE 1 2時間/日 28,933

（情報処理関係設備）

実験動物用X線CT装置 平成25年度

蛍光顕微鏡 平成24年度 BZ-9000 1 11,950 7,9666時間/日

6,700 4,466
LSM510META 1

26,300 17,533

12時間/日
12時間/日
6時間/日細胞分離分析装置BD LSRForetessa Special Order System 1細胞分析機 平成24年度

凍結ミクロトーム 平成19年度 CM3050SIV 1
39,400共焦点レーザスキャン顕微鏡システム 平成19年度 26,266

（研究設備）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

10～12人/日

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積 補助金額

20～30人/日

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

教育研究用機器備品

（　　修繕費　　）
報酬・委託料

793

（兼務職員）

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
1,370

通信運搬費

金　　額

印刷製本費

光　熱　水　費

整備年度

整備年度

年　　　度

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　　諸会費　　）

24

旅費交通費
847

計 11,897

3,542

3
委託費

教育研究経費支出
実人数　７人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

計 1,600
図　　　　書

計 0

ポスト・ドクター



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：②乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解析および新規ワクチン療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：③婦人科系腫瘍の維持機構を標的とした癌免疫療法の開発）

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 420 消耗品 420 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,164 光熱水費 1,164 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 696 委託費 696 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
（　　諸会費　　）

計 2,280

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,861 研究補助・事務職員 時給　1,000円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数　1732　時間
計 1,861 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 210 消耗品 210 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 582 光熱水費 582 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 348 委託費 348 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
（　　諸会費　　）

計 1,140

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,435 研究補助・事務職員 時給、1,250円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数　988　時間
計 1,435 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：④消化器癌進行における癌幹細胞血管ニッチを標的とした治療法開発）

  平成 年度 （研究テーマ：⑤幹細胞ニッチ分子：Notchリガンドを標的とした新規抗癌剤開発）

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 175 消耗品 175 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 485 光熱水費 485 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 290 委託費 290 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
（　　諸会費　　）

計 950

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,678 研究補助・事務職員 時給、1,500円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数2,091時間
計 3,678 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 105 消耗品 105 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 291 光熱水費 291 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 174 委託費 174 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
（　　諸会費　　）

計 570

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,171 研究補助・事務職員 時給、1,200円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数3,673時間
計 5,171 実人数　２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：①造血腫瘍ニッチを標的とした新規治療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：②乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解析および新規ワクチン療法の開発）

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 751 消耗品 751 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,848 光熱水費 1,848 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 772 委託費 772 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　） 70 修繕費 70 機器備品修理
計 3,441

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 8,282 研究補助・事務職員 時給　850円、1,000円×2、1,100円、1,275円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数　6,761時間
計 8,282 実人数　５人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 636 消耗品 636 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,572 光熱水費 1,572 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 660 委託費 660 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 2,868

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,069 研究補助・事務職員 時給、1,000円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数　1,753時間
計 2,069 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：③婦人科系腫瘍の維持機構を標的とした癌免疫療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：④消化器癌進行における癌幹細胞血管ニッチを標的とした治療法開発）

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 318 消耗品 318 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 786 光熱水費 786 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 330 委託費 330 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 1,434

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,387 研究補助・事務職員 時給、1,250円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数　1,720時間
計 2,387 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 265 消耗品 265 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 655 光熱水費 655 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 275 委託費 275 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 1,195

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,254 研究補助・事務職員 時給、1,500円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数2,231時間
計 4,254 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：⑤幹細胞ニッチ分子：Notchリガンドを標的とした新規抗癌剤開発）

  平成 年度 （研究テーマ：①造血腫瘍ニッチを標的とした新規治療法の開発）

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 159 消耗品 159 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 393 光熱水費 393 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 165 委託費 165 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 717

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,464 研究補助・事務職員 時給、1,200円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数1,837時間
計 2,464 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 564 消耗品 564 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,392 光熱水費 1,392 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,135 委託費 1,135 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　） 166 修繕費 166 機器備品修理
計 3,257

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 6,395 研究補助・事務職員 時給　1,000円×2、1,200円、1,500円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数4,624時間
計 6,395 実人数　４人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：②乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解析および新規ワクチン療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：③婦人科系腫瘍の維持機構を標的とした癌免疫療法の開発）

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 645 消耗品 645 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,591 光熱水費 1,591 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,297 委託費 1,297 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 3,533

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 357 研究補助・事務職員 時給　1,000円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数302時間
計 357 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 323 消耗品 323 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 795 光熱水費 795 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 648 委託費 648 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 1,766

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,188 研究補助・事務職員 時給　980円、1,250円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数3,162時間
計 4,188 実人数２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：④消化器癌進行における癌幹細胞血管ニッチを標的とした治療法開発）

  平成 年度 （研究テーマ：⑤幹細胞ニッチ分子：Notchリガンドを標的とした新規抗癌剤開発）

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 403 消耗品 403 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 994 光熱水費 994 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 811 委託費 811 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 2,208

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,442 研究補助・事務職員 時給、1,900円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数1,563時間
計 3,442 実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 564 消耗品 564 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,392 光熱水費 1,392 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,135 委託費 1,135 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　修繕費　　）
計 3,091

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,259 研究補助・事務職員 時給、1,200円×2名
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数3,143時間
計 4,259 実人数　２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：①造血腫瘍ニッチを標的とした新規治療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：②乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解析および新規ワクチン療法の開発）

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 918 消耗品 918 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,329 光熱水費 1,329 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費 19 印刷費 19 シンポジウムポスター印刷

旅費交通費
報酬・委託料 1,144 委託費 1,144 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　賃借料　） 226 賃借料 226 シンポジウム施設借用

（　修繕費　） 528 修繕費 528 機器備品修理
計 4,164

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,045 研究補助・事務職員 時給　890円、1,000円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数2,794時間
計 3,045 実人数　２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,049 消耗品 1,049 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,518 光熱水費 1,518 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,306 委託費 1,306 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
（　　　　）

計 3,873

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：③婦人科系腫瘍の維持機構を標的とした癌免疫療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：④消化器癌進行における癌幹細胞血管ニッチを標的とした治療法開発）

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 524 消耗品 524 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 759 光熱水費 759 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 653 委託費 653 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
（　　　　）

計 1,936

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,828 研究補助・事務職員 時給　980円、1,250円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数2,884時間
計 3,828 実人数　２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 656 消耗品 656 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 949 光熱水費 949 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 817 委託費 817 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
（　　　　）

計 2,422

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,138 研究補助・事務職員 時給　1,900円
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数1,418時間
計 3,138 実人数　１人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：⑤幹細胞ニッチ分子：Notchリガンドを標的とした新規抗癌剤開発）

  平成 年度 （研究テーマ：①造血腫瘍ニッチを標的とした新規治療法の開発）

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 918 消耗品 918 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,329 光熱水費 1,329 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,144 委託費 1,144 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
（　　　　）

計 3,391

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 5,143 研究補助・事務職員 時給　1,200円×2
（兼務職員）

教育研究経費支出 年間時間数3,794時間
計 5,143 実人数　２人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 351 消耗品 351 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,080 光熱水費 1,080 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費 7 通信運搬費 7 電話代※共同利用のため研究者数で按分

印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,212 委託費 1,212 研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　修繕費　　） 552 修繕費 552 機器備品修理

時給　910円、1,100円

（　　　　）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,157

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

図　　　　書
計 0

教育研究用機器備品

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

年間時間数3,340時間

計 3,202

計 4,157 実人数　２人

研究補助・事務職員

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0
研究支援推進経費



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：②乳がん骨転移巣でのニッチ環境の解析および新規ワクチン療法の開発）

  平成 年度 （研究テーマ：③婦人科系腫瘍の維持機構を標的とした癌免疫療法の開発）

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 401 消耗品 401 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,235 光熱水費 1,235 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費 7 通信運搬費 8 電話代※共同利用のため研究者数で按分

印刷製本費
旅費交通費

研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
報酬・委託料 1,385 委託費 1,385

（　　　　）
計 3,028

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

年　　　度 28

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 201 消耗品 201 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 617 光熱水費 617 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費 4 通信運搬費 4 電話代※共同利用のため研究者数で按分

印刷製本費
旅費交通費

研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
報酬・委託料 692 委託費 692

研究補助・事務職員 時給　980円、1,250円

（　　　　）
計 1,514

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

人件費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0

人件費支出

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0
研究支援推進経費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 3,802 実人数　２人
年間時間数2,939時間

3,802

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0
研究支援推進経費



（様式2）

131053法人番号

  平成 年度 （研究テーマ：④消化器癌進行における癌幹細胞血管ニッチを標的とした治療法開発）

  平成 年度 （研究テーマ：⑤幹細胞ニッチ分子：Notchリガンドを標的とした新規抗癌剤開発）

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 251 消耗品 251 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 772 光熱水費 772 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費 5 通信運搬費 5 電話代※共同利用のため研究者数で按分

印刷製本費
旅費交通費

研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
報酬・委託料 865 委託費 865

研究補助・事務職員 時給　1,900円

（　　　　）
計 1,893

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

年　　　度 28

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 351 消耗品 351 実験器具、試薬など※共同利用のため研究者数で按分

光　熱　水　費 1,080 光熱水費 1,080 電気代※共同利用のため研究者数で按分

通信運搬費 7 通信運搬費 7 電話代※共同利用のため研究者数で按分

印刷製本費
旅費交通費

研究装置等保守、解析・検査委託※共同利用のため研究者数で按分

（　　　　）
報酬・委託料 1,212 委託費 1,212

研究補助・事務職員 時給　1,200円×2

（　　　　）
計 2,650

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

図　　　　書
計 0

教育研究用機器備品

ポスト・ドクター

リサーチ・アシスタント

人件費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 2,999 実人数　１人
年間時間数1,357時間

人件費支出

2,999

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0
研究支援推進経費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計 5,155 実人数　２人
年間時間数3,782時間

5,155

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計 0
研究支援推進経費


